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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成26年11月27日(2014.11.27)

【公表番号】特表2013-517922(P2013-517922A)
【公表日】平成25年5月20日(2013.5.20)
【年通号数】公開・登録公報2013-025
【出願番号】特願2012-549405(P2012-549405)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｆ  15/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｆ  15/02     (2006.01)
   Ｂ０５Ｂ   7/26     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   1/02     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   3/00     (2006.01)
   Ｇ０５Ｄ  11/03     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｆ  15/04    　　　Ｃ
   Ｂ０１Ｆ  15/02    　　　Ａ
   Ｂ０１Ｆ  15/04    　　　Ｄ
   Ｂ０５Ｂ   7/26    　　　　
   Ｂ０５Ｄ   1/02    　　　Ｄ
   Ｂ０５Ｄ   3/00    　　　Ｂ
   Ｇ０５Ｄ  11/03    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月7日(2014.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二つの成分、すなわち所定の計量比率で混合器３内に混合されるように設計された第１
成分４及び第２成分５から成る製品を計量かつ混合するためのシステムを制御するための
方法であって、前記システムは、
　二つのポンプ、すなわち、前記第１成分４を前記混合器３内に供給することができる第
１複動往復式ポンプ１と、前記第２成分５を前記混合器３内に供給することができる第２
複動往復式ポンプ２とを含んでおり、前記各ポンプ１、２のピストンの動きは、対応する
前記成分４、５の吸入及び排出方向から前記成分の排出方向へ反転されることができ、か
つ、逆方向も同様であり、前記方法は、
　前記第１成分４を前記混合器３内へ供給するために前記第１ポンプ１を駆動すること、
該所定の計量比率に応じて、前記第２成分５を前記混合器３内へ供給するために前記第２
ポンプ２を駆動すること、
　各ポンプ１、２内に残存している容量を連続的に算定すること、及び、
　排出流向、または、吸入及び排出流向において、前記ポンプ１、２内に残存している容
量が該所定の計量比率を確保することに不十分であることを算定した後に、前記ポンプ１
、２の一つのピストンの反転を始動させること、及び、
　前記第１ポンプ１から前記混合器３内への前記第１成分４の供給は、中断なしに前記第
１成分４を供給するために前記計量・混合システムの動作を通して提供される連続的な供
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給であること、
　前記第２ポンプ２から前記混合器３内への前記第２成分５の供給は、該所定の計量比率
を維持するために前記第２成分５の投与を周期的に実行するような断続的な供給であるこ
と、及び、
　前記第２成分５は、前記第１成分４が前記第１ポンプ１によって供給される圧力より高
い圧力で、前記第２ポンプ２によって供給されること、の各段階を含むことを特徴とする
制御方法。
【請求項２】
　前記第１成分４の流量は、前記混合器３に各時点で供給される前記第１成分４の量に応
じて、前記第２成分５の投与量を連続的に調節するために常に算出されることを特徴とす
る請求項１に記載の制御方法。
【請求項３】
　前記第１ポンプ１により供給される前記第１成分４は、前記第２ポンプ２が前記第２成
分５を供給するときに、逆方向に放出されることを防ぐことを特徴とする請求項１または
２に記載の制御方法。
【請求項４】
　対応する前記ポンプの前記成分４、５の排出の流向において残存している容量が該所定
の計量比率を確保することに不十分であるときに、前記第１及び第２ポンプ１、２の反転
は始動されることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の制御方法。
【請求項５】
　前記第２成分５は、前記第２成分５の投与を第１成分に侵入させるために、前記第１成
分４の連続的な流れに実質的に直交するように供給されることを特徴とする請求項１～４
のいずれかに記載の制御方法。
【請求項６】
　前記第１成分４は、前記混合器３の縦軸（Ａ－Ａ）に沿って前記混合器３内へ供給され
、一方、前記第２成分５は前記混合器３の縦軸に対して実質的に直交するように前記混合
器３内へ供給されることを特徴とする請求項５に記載の制御方法。
【請求項７】
　請求項１～６いずれかの前記方法を適用するために制御される計量・混合システムであ
って、前記システムは、
　前記第１成分４を前記混合器３内に供給することができる第１複動往復式ポンプ１と、
前記第２成分５を前記混合器３内に供給することができる第２複動往復式ポンプ２とを含
んでおり、前記各ポンプ１、２のピストンの動きは、前記ポンプ容量の吸入及び排出方向
から対応する前記成分４、５の排出方向へ反転させることができ、かつ、逆方向も同様で
あり、
　また、前記ポンプのピストンの動きを連続的に検知するために各ポンプ１、２に連結さ
れている運動検出器２１を含んでおり、この運動検出器２１は、排出または吸入及び排出
の流向において前記ポンプ１、２内に残存している容量が、該所定の計量比率を確保する
ことに不十分であることを算定した後に、前記ポンプ１、２のピストンの反転を始動する
ようにプログラムされたコントローラ２０に接続されており、
　前記第１成分４が中断なしで供給されるように前記計量・混合システムの動作を通して
、前記第１ポンプ１から前記混合器３内へ連続的に前記第１成分４の供給を提供するため
に、かつ、該所定の計量比率を維持するために前記混合器３内への前記第２成分５の投与
を周期的に実行して、前記第２ポンプ２から前記混合器３内へ前記第２成分５の断続的に
供給するために、該コントローラ２０はプログラムもされており、該システムは、
　前記第２ポンプ２が前記第２成分を供給する圧力は、前記第１成分が前記第１ポンプ１
によって供給される圧力より高い圧力であることを特徴とする計量・混合システム。
【請求項８】
　前記第１ポンプ１により供給される前記第１成分４が、前記第２ポンプ２によって前記
第２成分５を供給する間に逆方向に放出されることを防ぐために、ノンリターンバルブ１
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０は前記第１ポンプ１に連結されていることを特徴とする請求項７に記載の計量・混合シ
ステム。
【請求項９】
　請求項７または８による前記計量・混合システムを含み、請求項１から６のどれか一つ
による前記制御手法を適用することを特徴とする噴射または押出装置。
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